
【国内】

県内 福岡県 その他九州 四国 中国 近畿 中部 関東 東北・北海道 国内計

令和２年１月（速速報値） 51,737 84,357 48,128 8,186 21,501 26,796 10,952 47,433 4,069 303,159

令和３年１月（速速報値） 24,753 42,486 21,234 1,796 5,991 8,604 3,989 13,854 1,439 124,146

前年同月比 ▲ 52.2 ▲ 49.6 ▲ 55.9 ▲ 78.1 ▲ 72.1 ▲ 67.9 ▲ 63.6 ▲ 70.8 ▲ 64.6 ▲ 59.0

県内 福岡県 その他九州 四国 中国 近畿 中部 関東 東北・北海道 国内計

令和２年１２月（速速報値） 35,523 84,292 34,651 2,728 11,409 24,423 10,467 37,954 2,353 243,800

令和３年１月（速速報値） 24,753 42,486 21,234 1,796 5,991 8,604 3,989 13,854 1,439 124,146

前月比 ▲ 30.3 ▲ 49.6 ▲ 38.7 ▲ 34.2 ▲ 47.5 ▲ 64.8 ▲ 61.9 ▲ 63.5 ▲ 38.8 ▲ 49.1

【国外】

韓国 中国 香港 台湾 タイ その他アジア 欧米豪その他 外国小計

令和２年１月（速速報値） 18,084 9,445 7,826 13,708 1,327 2,211 1,770 54,371

令和３年１月（速速報値） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1,553

国・地域別シェア ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 100.0

前年同月比 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ▲ 97.1

＊発地別宿泊者数は、サンプル数が過小のため表示しない

韓国 中国 香港 台湾 タイ その他アジア 欧米豪その他 外国小計

令和２年１２月（速速報値） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 952

令和３年１月（速速報値） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 1,553

国・地域別シェア ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 100.0

前月比 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 63.1

【全体】

合計

令和２年１月（速速報値） 357,530 ※R3年1月調査から、宿泊客数調査の対象を従業員数10人以上の全施設(186施設)に変更しました。

令和３年１月（速速報値） 125,699    この変更に伴い、R2年の公表値についても同規模施設数の推計値に再計算しています。

前年同月比 ▲ 64.8 ※発地別延べ宿泊者数は、速報の公表時に大きく変更されることがあります。

出典：大分県観光統計調査

　　＜傾向・分析＞

　　・国内の延べ宿泊者数は前年同月比41.0%。また、前月比50.9％。新型コロナウイルス感染者の増加とGoToトラベル一時停止、一部都府県で緊急事態宣言発令等が要因と考えられる。

　　・国外の延べ宿泊者数は前年同月比の2.9％となっている。新型コロナウイルス感染症の拡大により、多くの国で海外渡航制限等の措置が継続中。

　　・全体の延べ宿泊者数は前年同月比の35.2％となっている。

（単位：人泊、％）

令和３年１月　発地別延べ宿泊者数割合

（単位：人泊、％）

（単位：人泊、％）



出典：大分県観光統計調査

　　＜傾向・分析＞

　　・日本人宿泊客は、令和2年3月に政府による臨時休校要請に伴う休校等が実施され、旅行機運も低下。4月には全国で緊急事態宣言発令、5月まで継続された。

　　　結果、5月は前年比13.0％と最小を示した。その後、上昇に転じるも、お盆休みの時期における帰省や旅行を控えたこと等により、8月は前年比46.6％と再び減少した。 　　

　　　その後、11月が前年比89.8％まで増加したが、12月に新型コロナウイルス感染者の増加と、GoToトラベル一時停止、令和3年1月は加えて一部都府県で緊急事態宣言発令で減少に転じた。

　　・外国人宿泊客は、令和2年1月に前年比58.3%と大きく減少。2月、3月も減少し、4月以降観光目的の宿泊客数はほぼゼロとなり、令和3年1月まで続いている。

　　・全体においては、インバウンドの回復がない中、国内宿泊者の動きがそのまま反映されたかたち。


